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インボイス（適格請求書）とは、売手（トレーナー、インストラクター）が買手（フィットネスクラブ）に対して、
正確な適用税率や消費税額等を伝えるもの。

インボイス制度では、売手である登録事業者は、買手である取引相手（課税事業者）から求められたときは、
インボイスを交付しなければならない。一方、買手は仕入税額控除の適用を受けるために、

原則として、取引相手（売手）である登録事業者から交付を受けたインボイスの保存等が必要となる。
令和5年10月1日から実施される、インボイス制度の基本的な内容について解説する。

解説◎高橋会計事務所

“インボイス制 度 ”基 礎 講 座

Fitness Industry Association

（フィットネスクラブ） （トレーナー、インストラクター）
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はじめに

　令和5年10月1日から、適格請求書

等保存方式（以下「インボイス制度」

という）が実施されます。インボイス

制度は、売り手側である外注先等が所

定の記載事項を満たした適格請求書

（以下「インボイス」という）を発行

し、これを買い手側が保存することで、

適用税率や消費税額等を明らかにする

ための制度です。

　インボイス制度実施後は、フィット

ネスクラブ（簡易課税制度を適用して

いない消費税課税事業者に限る）は、

外注先であるトレーナー、インストラ

クターが発行するインボイスを保存し

なければ、原則仕入税額控除ができず

消費税負担額が増加してしまいます。

　ただし、インボイスを発行できるの

は所轄税務署長の登録を受けた課税事

業者のみであり、免税事業者はインボ

イスを発行することができません。そ

のため、フィットネスクラブを含む多

くの買い手事業者は、このような負担

増を回避すべく対応を検討していると

思われますが、その進め方によっては、

独占禁止法（以下「独禁法」という）

や、下請法に違反するリスクがありま

す。

　そこで、ここでは独禁法や下請法の

規制内容を概説した上で、インボイス

制度下における免税事業者（トレーナ

ー、インストラクター）との取引の実

務的対応について解説します。

フィットネスクラブの
経理方法と
消費税負担額が
増加するケース

　インボイス制度実施後に消費税負担

額が増加するのは、フィットネスクラ

ブが「消費税の簡易課税制度を適用し

ていない課税事業者」である場合に限

定されます。

　フィットネスクラブが消費税の免税

事業者である場合、消費税の納税はな

いため負担増はありません。また、フ

ィットネスクラブが課税事業者であっ

ても簡易課税制度を適用している場合

は、消費税計算においてインボイスの

保存は不要であるため、こちらも消費

税額の負担増はありません。

トレーナー、
インストラクターへの
対応と独禁法・下請法

　消費税の簡易課税制度を適用してい

ない課税事業者であるフィットネスク

ラブは、自社の負担額が増加しないよ

う、免税事業者であるトレーナーにイ

ンボイス登録をしてもらうか、取引価

格の見直しをするなどを検討したいと

ころです。

　この点、フィットネスクラブは、取

引関係上立場の弱いトレーナー、イン

ストラクターを保護することを目的と

する独禁法と下請法の規制に注意する

必要があります。

　独禁法は、取引上優越的な地位にあ

るフィットネスクラブが、取引の相手

であるトレーナー、インストラクター

に対し、その地位を利用して、正当な

商慣習に照らして不当に不利益を与え

る行為（以下「優越的地位の濫用」と

いう）を行うことを禁止しています。

　また、下請法は、下請取引を公正に

し、下請事業者の利益を保護するため、

親事業者であるフィットネスクラブの

義務を定め、下請事業者であるトレー

ナー、インストラクターの利益を害す

る行為を禁止する法律です。

　フィットネスクラブはこれらの法律

に違反しないよう注意しながら、トレ

ーナー、インストラクターとの交渉を

する必要があります。

独禁法・下請法で
問題となる具体例

　独禁法と下請法で問題となる具体例

は、「インボイス制度後の免税事業者

との取引に係る下請法等の考え方」

2022年（令和4年）11月11日
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（中小企業庁）というリーフレットが参

考になりますので、右に掲載します。

　なお、フィットネス業界においては、

資料中の親事業者・課税事業者はフィ

ットネスクラブ、下請事業者・免税事

業者はトレーナー、インストラクター

となります。

交渉の進め方

　フィットネスクラブは、トレーナー、

インストラクターとの取引条件の見直

し等をするためには、具体的にどのよ

うに進めていくべきでしょうか。

　それは、独禁法の優越的地位の濫用

にならないようトレーナー、インスト

ラクターとの交渉の機会を設け、双方

の合意により取引条件の見直し等をす

ることが必要となります。

　取引条件の見直し等は必ずしもトレ

ーナー、インストラクターに有利な条

件である必要はありませんが、優越的

地位の濫用とみなされるようなフィッ

トネスクラブからの一方的な値下げの

通知等は避けなければなりません。

　具体的には、以下の３ステップで進

めていくことが望ましいと考えます。

　インボイス制度の適用を令和5年10

月1日からスタートするための登録期

限は、令和5年３月31日です。したが

って、できればそれまでに上記のトレ

ーナーとの交渉を済ませておくことが

望ましいと考えます。

【事例１】
〇 「報酬総額 万円」で契約を行った。

〇 取引完了後、インボイス発行事業者でなかったことが、請求段階で判明したため、下請事業者

が提出してきた請求書に記載された金額にかかわらず、消費税相当額の１万円の一部又は全部を支
払わないことにした。

親事業者

①
報酬総額

万円

②

総額 万円

取引完了後･･･契約

（インボイス番号なし）

この請求書は、インボイス番号が
ないから さんは免税事業者
ということか･･･！

インボイス番号なし

③

そ、そんなぁ･･･

④

➢それ、下請法違反です！
発注者（買手）が下請事業者に対して、免税事業者であることを理由にして、消費税相当額の
一部又は全部を支払わない行為は、下請法第４条第１項第３号で禁止されている
「下請代金の減額」として問題になります。

よく見ると･･･ 結果･･･

免税事業者
下請事業者Ａ
（個人事業者）

インボイス制度後の免税事業者との取引に係る下請法等の考え方

Ａさん、あなた免税事業者なら、
消費税相当額は払えないなぁ･･･

【事例２】
〇 継続的に取引関係のある下請事業者と、免税事業者であることを前提に「単価 万円」で発注を行った。

〇 その後、今後の取引があることを踏まえ、下請事業者に課税転換を求めた。結果、下請事業者が課税

事業者となったにもかかわらず、その後の価格交渉に応じず、一方的に単価を据え置くこととした。

それは困ります･･･！

④

それは無理です！いつもの金額
で発注させていただきます！

次回発注における単価交渉

親事業者

① ② その後･･･単価交渉及び発注

インボイス事業者になった
から、次回は価格交渉しな
いと･･･

③ 課税事業者選択･･･

免税事業者

今後も踏まえ、インボイス登
録をお願いします。

承知しました！

課税事業者選択
登録申請手続

課税事業者になったので、単価の交
渉をお願いします。

➢それ、下請法違反となるおそれがあります！

下請事業者が課税事業者になったにもかかわらず、免税事業者であることを前提に行われた単価
からの交渉に応じず、一方的に従来どおりに単価を据え置いて発注する行為は、下請法第
４条第１項第５号で禁止されている「買いたたき」として問題になるおそれがあります。

下請事業者Ａ
（個人事業者）

※ 継続的に取引が
行われている関係

さんは免税
事業者よね

単価
万円

【事例３】

〇 課税事業者が、取引先である免税事業者に対して、課税転換を求めた。

〇 その際、「インボイス事業者にならなければ、消費税分はお支払いできません。承諾いただけなけ

れば今後のお取引は考えさせていただきます。」という文言を用いて要請を行った。また、要請に
当たっての価格交渉にも応じなかった。

課税転換するのに、価格交渉もさせ
てくれないんですね･･･

③’

ありがとうございます。では、今まで通りの
金額でお願いします。

価格交渉（課税転換する さんの場合）

①要請文書発出 ②要請文書には･･･

（取引を切られるのは困る･･･！）
課税事業者になります！

➢それ、独占禁止法上問題となるおそれがあります！
課税事業者になるよう要請すること自体は独占禁止法上問題になりませんが、それにとどまらず、課
税事業者にならなければ取引価格を引き下げる、それにも応じなければ取引を打ち切る
などと一方的に通告することは、独占禁止法上問題となるおそれがあります。また、課税事業者
となるに際し、価格交渉の場において明示的な協議なしに価格を据え置く場合も同様です。

うちは免税事業者との取引
が多いし、とりあえず、課税
事業者になってもらおう

いきなり何だ
ろう･･･？

取引先Ａ
（免税事業者）

取引先Ｂ
（免税事業者）

わかりました･･･

③

免税のままなら ％価格を引き下
げます！それがいやなら今後の取引は
考えさせていただきます。

価格交渉（免税事業者のままの さんの場合）

免税事業者のままでも、価格を据え
置いてもらえませんか･･･？

2022年（令和4年）11月11日

●ステップ１　トレーナー、インストラ
クターへのヒアリング（情報共有とイ
ンボイス登録状況の確認）
●ステップ２　トレーナー、インストラ
クターへ提示する取引条件（値下げ
額等）の決定
●ステップ３　トレーナー、インストラ
クターとの交渉と契約条件の改定
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Information F I Aからのお知らせ

FIAマスターズ
スイミング選手権大会
2023について
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　2023年3月11日（土）・12日（日）、千葉
県国際総合水泳場（新習志野）において、
FIAマスターズスイミング選手権大会2023
が開催される予定。募集スケジュールは、以
下の通りです。
●募集要項公開：
　11月28日（月）FIAホームページ
●エントリー手続き：
　1月11日（水）～2月3日（金）
  （日本マスターズ水泳協会エントリーシステム使用）

※クラブのマスターズチーム・水泳愛好者などへご案内く
ださい。
※1人でも参加可能です。

コロナガイドラインの
扱いについて3

　社会の感染状況変化に伴い、国も感染対応の表現が変わってきて
います。『FIAガイドライン』の策定にあたっては、FIA加盟企業複数
社から募った、現場に精通した各社感染症予防対応にあたっての責
任ある立場の方々によって構成された委員会により、随時検討の場
が設けられております。
　今後のガイドライン対応については、10月中旬に国から示された
「マスク着用」や「消毒対応」も含むあらたな感染予防対応や、一方
で少しずつ警鐘が聞こえてきた感染の“第八波”への備え等、多角的
な視点によって熟考し、慎重かつ機を逃すことなく対応してまいりま
す。
　今後、ガイドライン等の見直しがございましたら、早急に共有させ
ていただきます。

東京都アーバンフィットネス協力
（立川・ファミリー向け編）1

　東京都主催の、市民向けフィットネス啓発イベント「アー
バンフィットネス」ファミリー向け編が、10月22日（土）・23
日（日）立川Green Springsで行われました。これは本年２
月に続いての開催であり、東京都では継続した行事として定
着させたいとの意向です。
　FIAは、初心者でも参加できるレッスンクラスの手配・マシ
ン体験ゾーンの運営などの設定を中心に、イベント全体のア
レンジについてのアドバイス等の協力をしています。両日とも

好天に恵まれ、開放的な芝生広場を背景に家族連れでの参
加もあり、チアダンスやYOGA、ストレッチなどの動きをベー
スとしたプログラム体験を通してカラダを動かす気持ちよさ
を啓発する機会となりました。
　尚、勤労者向け編は11月16日（水）・17日（木）、15～21
時、東京駅構内SQUARE ZEROで予定されています。

フィットネス体力テストの
準備状況について4

「フィットネス体力テスト（仮称）」は、クラブ会員の皆さんの
「体力テスト」を通じて日頃フィットネスにいそしむ大切さ
の認識や優位性検証を狙うと共にフィットネス界の機運醸
成を目的に、委員会を立ち上げて進めてまいります。
　学校などで行われている文科省制定体力テストを軸にフィ
ットネスクラブが行う体力テストとしての独自性を加味した
項目の追加等も念頭に、実施に向けて詰めてまいります。

　お客様にとってエクササイズの目標設定や動機付けの喚
起に役立ち、クラブ側にとっても顧客定着や新規獲得、さら
には付帯収入増に直結することにつなげる取り組みの前提
を崩すことなく進めてまいります（体力テストに関連する情
報は、P12『フィットネス関連ニュース』をご参照ください）。

目指す大きな
ゴールイメージ
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います。

　私たちは皆、同じ目標を共有してい

るのです。IHRSAは、この報告書を

ツールとして、我々の席を活用し、身

体活動の増加を支援するプログラムや

政策を推進していきます。

WHOが
運動不足のコスト高を強調

　もし各国政府が国民の身体活動を促

進するための緊急対策を講じなければ、

2020年から2030年の間に約5億人が

身体活動不足に起因する心臓病、肥満、

糖 尿 病 、 そ の 他 の 非 感 染 性 疾 患

（NCD）を発症し、そのコストは年

間270億米ドルに上ると予想されてい

　健康サービス産業が果たすべき大き

な役割は、消費者や会員に安全で効果

的な運動空間を提供することで、運動

不足を解消することです。

　世界保健機関（WHO）が最近発表

した『身体活動に関する世界現状報告

書』では、公衆衛生が懸念されており、

身体活動レベルを向上させ、健康全般

と福祉を改善する上で、我々の業界が

必要不可欠であることが強調されてい

ます。

　WHOの健康増進部門ディレクター

であるルディガー・クレヒ（Ruediger 

Krech）博士は、「すべての人がより

多くの身体活動を促進することは、公

衆衛生にとって良いことであり、経済

的にも理にかなっています」と述べて

ます。

　世界保健機関（WHO）が発表した

『身体活動に関する世界現状報告

2022』は、あらゆる年齢や能力に応

じて身体活動を増やすための推奨事項

を各国政府がどの程度実施しているか

を測定したものです。

　194カ国のデータによると、全体的

に進展は遅く、各国は身体活動レベル

を向上させるための政策の開発と実施

を加速させ、それによって病気を予防

し、すでに大きくなっている医療制度

の負担を軽減する必要があります。

●身体活動に関する国家政策を講じて

いる国は全体の 5 割弱で、そのう

ち実際に運用されているのは 4 割

2022年（令和4年）11月11日

ここに紹介するトピックスは、
IHRSAとFIAの提携によりIHRSAがリリースしたレポートの一部を要約して紹介する、

海外フィットネス関連情報です！

世界保健機関（WHO）が最近発表した『身体活動に関する世界現状報告2022』は、
あらゆる年齢や能力に応じて身体活動を増やすための推奨事項を

各国政府がどの程度実施しているかを測定したもの。
今回は、この報告書を読み解きながら、フィットネス業界の役割と評価に役立てたい。

WHOの世界初の報告書が、
健康増進における

フィットネス業界の役割を評価

GLOBAL  INDUSTRY  NEWS
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弱である。

●全年齢層に対する身体活動ガイドラ

インがある国は 3 割に過ぎない。

●成人の身体活動をモニタリングして

いる国はほぼ皆無であるが、青少年

の身体活動をモニタリングしている

国は 75％、そして5 歳未満の子ど

もの身体活動をモニタリングしてい

る国は 30％未満であった。

●アクティブで持続可能な移動を促進

する政策分野において、歩行や自転

車の安全性を高める道路設計基準を

設けている国は40％強に過ぎな

い。 

「私たちは、より多くの国が、ウオー

キング、サイクリング、スポーツ、そ

の他の身体的活動を通じて、人々がよ

り活動的になることを支援する政策実

施を拡大する必要があります。それは

個人の身体的・精神的健康だけでなく、

社会、環境、経済にも大きな利益をも

たらします」

　テドロス・アダノム・ゲブレイエス

スWHO事務局長はこのように述べ、

さらに「各国とパートナーがこの報告

書を用いて、すべての人にとってより

アクティブで健康的、かつ公平な社会

を構築することを願っています」 と

も述べています。 

　運動不足がもたらす経済的負担は大

きく、予防可能な非感染性疾患（※

NCD）の新規症例の治療費は、2030

2022年（令和4年）11月11日

報告書は、2030年までに運動不足の有病率を15％削減するという
世界目標の達成に向けて、すべての関係者がより協力し合い、

より強力かつ加速的に行動することをすべての国に対して明確に呼びかけている。
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年までに約3000億米ドルに達し、年

間約270億米ドルになるといわれてい

るのです。

身体活動は
健康増進とNCD対策の鍵

　近年、NCD問題や運動不足に取り

組む国の政策が増加している一方で、

現在28％の政策が実施に至っていな

いと報告されています。

　NCDに対する国民のモチベーショ

ンを高めるための「ベスト・バイ」と

考えられている本レポートでは、過去 

2 年間に全国的なコミュニケーショ

ン・キャンペーンを実施した国や、多

くの人が参加する身体活動イベントを

企画した国は、わずか50%強に過ぎ

ないことが示されています。

　コロナウイルス感染症の流行は、こ

うした取り組みを停滞させただけでな

く、他の政策の実施にも影響を与え、

多くのコミュニティで身体活動へのア

クセスや機会における不平等を拡大さ

せました。

　WHOの身体活動に関する世界行動

計画2018-2030（GAPPA）は、各国

が身体活動を増やすために、より活発

な移動手段を促進するための安全な道

路の整備、保育、学校、プライマリー

ヘルスケア、職場などの主要な環境に

おける身体活動のためのプログラムや

機会の提供など、20の政策提言を定

めています。このグローバル・ステー

タス・レポートでは、これらの提言に

対する各国の進捗状況を評価し、さら

に多くのことを行う必要があることを

示しています。 

　身体活動に関するグローバルステー

タス報告書の重要な発見のひとつは、

公共のオープンスペースの整備、歩

行・自転車用インフラの整備、学校で

のスポーツ・体育教育の提供といった

重要な政策アクションの進捗状況を追

跡するためのグローバルデータに、大

きなギャップが存在するということで

す。

　また、既存のデータの弱点にも対処

することが求められています。WHO

身体活動ユニット長のフィオナ・ブル

は、以下のように述べています。

「公園、自転車専用道路、歩道へのア

クセスを測定する世界的に承認された

指標がありません。その結果、身体活

動の増加を促進するインフラの世界的

な整備状況を報告・追跡することがで

きません。指標もデータもなければ、

追跡も説明責任もなく、政策も投資も

行われないという悪循環に陥ることが

よくあります。測定されたものは実行

されます。そして、身体活動に関する

国の行動を包括的かつ強固に追跡する

ために、私たちはいくつかの方法を取

らなければなりません」

　報告書は、身体活動を健康増進と

NCD対策の鍵として優先させ、身体

活動をすべての関連政策に統合し、実

施を改善するためのツール、ガイダン

ス、トレーニングを開発するよう各国

に求めています。

　WHOの健康増進部門ディレクター

であるルディガー・クレヒ博士は、

「すべての人がより多くの身体活動を

行うことは、公衆衛生上も良く、経済

的にも理にかなっています」と述べ、

以下のように締めくくっています。

「私たちは、すべての人のための包括

的な身体活動プログラムを促進し、

人々が身体活動に容易にアクセスでき

るようにする必要があります。この報

告書は、2030年までに運動不足の有

病率を15％削減するという世界目標

の達成に向けて、すべての関係者がよ

り協力し合い、より強力かつ加速的に

行動することをすべての国に対して明

確に呼びかけているのです」と。

2022年（令和4年）11月11日

＊	本報告書のデータは、WHO非感染性疾患
国別能力調査（2019年、2022年）および
WHO交通安全に関する世界状況報告

（2018年）から引用されています。

＊	The cost of inaction on physical 
inactivity to healthcare systems 原稿 
at Preprints with The Lancet （査読版
はThe Lancet Global Healthに掲載され
る予定）

※ＮＣＤについて
	 非感染性疾患（NCDs: Non-communica-
　ble diseases）
	 世界保健機関（WHO: World Health 

Organization）の定義では、不健康な食事
や運動不足、喫煙、過度の飲酒、大気汚染
などにより引き起こされる、がん・糖尿病・循
環器疾患・呼吸器疾患・メンタルヘルスをは
じめとする慢性疾患をまとめて総称したも
の。

	 WHOの統計によると、2015年には、世界
で3,950万人がNCDsに起因し死亡し、そ
の数は全死因の約70%にものぼる。
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 「
筋
肉
信
仰
」
の

裏
に
文
革
の
記
憶

　

ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
大

会
が
各
地
で
開
か
れ
て
い
る
（
9

月
、
福
建
省
）
＝
中
国
健
美
協
会

提
供
。

　

中
国
で
、
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
。

プ
ロ
選
手
を
目
指
し
て
競
技
に
取

り
組
む
人
の
ほ
か
、
こ
う
し
た
ビ

ル
ダ
ー
を
手
本
に
筋
ト
レ
に
励
む

人
が
増
え
て
い
る
。
た
だ
ボ
デ
ィ

ー
ビ
ル
は
か
つ
て
弾
圧
さ
れ
大
会

や
関
連
出
版
が
長
い
間
、
封
じ
込

め
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
近
年

様
々
な
業
界
で
当
局
統
制
が
強
ま

る
な
か
、
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
は
中
国

社
会
に
お
け
る
自
由
度
の
バ
ロ
メ

ー
タ
ー
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

大
胸
筋
か
ら
腹
筋
に
か
け
て
の

陰
影
、
広
背
筋
の
大
き
な
張
り
出

し
―
―
。
9
月
中
旬
、
福
建
省
ア

モ
イ
市
で
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
や
ビ
ー

チ
に
映
え
る
理
想
的
な
肉
体
美
を

競
う
「
フ
ィ
ジ
ー
ク
」
の
合
同
競

技
会
が
開
催
さ
れ
た
。
総
勢
約
５

０
０
人
の
男
女
が
入
れ
替
わ
り
ス

テ
ー
ジ
へ
上
が
っ
て
鍛
え
上
げ
た

筋
肉
を
披
露
し
た
。
今
年
最
大
級

の
大
会
と
あ
っ
て
国
内
の
著
名
ビ

ル
ダ
ー
も
参
加
、
会
場
は
熱
気
に

包
ま
れ
た
。

　

ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
の
業
界
団
体
、

中
国
健
美
協
会
（
C
B
B
A
）
が

管
轄
す
る
主
要
大
会
は
２
０
２
２

年
に
18
大
会
と
21
年
の
11
大
会
か

ら
大
幅
に
増
え
た
。
企
業
主
催
の

競
技
会
も
多
く
、
例
え
ば
家
具
販

売
の
「
居
然
之
家
」
は
店
名
を
冠

し
た
大
会
を
開
催
す
る
。
店
内
で

ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
を
開

き
、
集
客
に
つ
な
げ
る
狙
い
だ
。

　

ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
ダ
ー
自
身
の
ビ

ジ
ネ
ス
も
芽
吹
く
。
代
表
格
が
２

０
０
０
年
代
か
ら
本
格
的
な
競
技

生
活
に
入
り
、
世
界
的
に
も
高
い

知
名
度
を
誇
る
鹿
晨
輝
（
ル
ー
・

チ
ェ
ン
フ
イ
）
氏
。
鹿
氏
は
ス
ポ

ー
ツ
ウ
エ
ア
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
を

立
ち
上
げ
て
、
ジ
ム
を
運
営
、
ボ

デ
ィ
ー
ビ
ル
ダ
ー
を
講
師
と
し
た

筋
ト
レ
講
座
も
開
い
て
い
る
。
著

名
ビ
ル
ダ
ー
に
憧
れ
る
筋
ト
レ
愛

好
家
も
多
く
、
ジ
ム
利
用
の
ほ
か

器
具
や
プ
ロ
テ
イ
ン
な
ど
の
関
連

消
費
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
中
商
産
業
研

究
院
の
推
定
に
よ
る
と
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
関
連
産
業
の
市
場
規
模
は
22

年
に
３
８
９
０
億
元
（
約
7
兆
9

千
億
円
）
に
達
し
、
直
近
4
年
間

で
4
割
増
え
る
見
込
み
。
都
市

化
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
中
国

人
の
間
で
健
康
志
向
が
高
ま
っ
て

お
り
、
筋
肉
質
の
体
形
へ
の
憧
れ

も
強
ま
っ
て
い
る
。
ボ
デ
ィ
ー
ビ

ル
ダ
ー
は
そ
ん
な
「
筋
肉
信
仰
」

の
象
徴
的
存
在
だ
。

　

中
国
に
お
け
る
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル

の
興
り
は
1
世
紀
近
く
前
に
遡

る
。
広
東
省
に
ル
ー
ツ
を
持
ち
、

上
海
の
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
に
通

っ
て
い
た
趙
竹
光
氏
が
学
内
で
ボ

デ
ィ
ー
ビ
ル
の
愛
好
組
織
を
立
ち

上
げ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。

こ
の
時
、
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
を
意
味

す
る
中
国
語
「
健
美
」
と
い
う
単

語
が
生
ま
れ
た
。

　

趙
氏
は
国
家
の
衰
退
を
目
の
当

た
り
に
し
「
健
全
な
頭
脳
が
あ
っ

て
も
健
全
な
肉
体
が
な
け
れ
ば
何

の
役
に
も
立
た
な
い
」（
C
B
B
A

資
料
よ
り
）
と
考
え
た
。
１
９
３
０

年
代
に
は
米
国
の
第
一
人
者
、
ア

ー
ル
・
リ
ー
ダ
ー
マ
ン
の
筋
肉
発

達
に
関
す
る
著
書
な
ど
を
翻
訳
、

米
国
や
欧
州
で
育
ま
れ
た
ボ
デ
ィ

ー
ビ
ル
の
理
論
や
思
想
を
中
国
内

で
広
め
た
。

　

だ
が
50
年
代
に
は
長
い
暗
黒
の

時
代
が
訪
れ
る
。
国
共
内
戦
を
経

て
政
権
を
樹
立
し
た
中
国
共
産
党

は
社
会
主
義
体
制
を
推
進
し
、
資

本
主
義
世
界
へ
の
批
判
を
強
め

た
。
欧
米
文
化
で
あ
る
ボ
デ
ィ
ー

ISSUE
フィットネス関連
ニュース

業界の最新情報をいち早くキャッチ！
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ビ
ル
も
目
を
つ
け
ら
れ
、
競
技
会

や
関
連
出
版
は
封
じ
込
め
ら
れ

た
。
そ
の
後
、
66
年
に
毛
沢
東
氏

が
文
化
大
革
命
を
発
動
、
「
ブ
ル

ジ
ョ
ア
的
な
も
の
」
の
排
斥
が
強

ま
り
、
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
は
中
国
社

会
か
ら
姿
を
消
し
た
。
業
界
の
歴

史
を
ま
と
め
た
C
B
B
A
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
も
こ
の
弾
圧
期
に
つ

い
て
の
記
録
は
抜
け
落
ち
て
い

る
。

　

ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
が
中
国
社
会
で

本
格
的
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
文
革
終
結
か
ら
6
年
後

の
こ
と
だ
。
83
年
に
上
海
で
「
力

士
杯
」
と
い
う
コ
ン
テ
ス
ト
が
開

か
れ
、
男
性
ビ
ル
ダ
ー
39
人
が
参

加
し
た
。
鄧
小
平
氏
に
よ
る
改
革

開
放
で
経
済
の
成
長
期
を
迎
え
る

と
、
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
業
界
に
徐
々

に
人
が
集
ま
り
、
92
年
に
は

C
B
B
A
が
設
立
さ
れ
た
。

　

今
は
熱
を
帯
び
る
中
国
の
ボ
デ

ィ
ー
ビ
ル
業
界
だ
が
、
先
行
き
に

は
不
安
要
素
も
あ
る
。
政
府
は
近

年
、
多
く
の
業
界
で
規
制
を
強
化

し
て
い
る
。
例
え
ば
一
大
産
業
と

な
っ
た
ゲ
ー
ム
で
は
新
作
発
売
に

対
す
る
当
局
の
審
査
が
強
化
さ

れ
、
作
品
内
の
暴
力
や
性
表
現
の

ほ
か
歴
史
観
に
関
わ
る
描
写
な
ど

に
対
す
る
検
閲
が
厳
し
く
な
っ
た

と
さ
れ
る
。
２
０
２
１
年
11
月
に

は
ネ
ッ
ト
上
で
の
芸
能
界
に
関
す

る
情
報
規
制
が
通
知
さ
れ
、
「
い

び
つ
な
美
意
識
」
を
助
長
す
る
こ

と
が
禁
止
さ
れ
た
。
中
性
的
な
男

性
ア
イ
ド
ル
な
ど
を
念
頭
に
置
い

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

政
府
の
意
向
で
国
民
の
価
値
観

や
美
意
識
に
踏
み
込
む
最
近
の
当

局
の
姿
勢
を
み
る
と
、
筋
肉
美
を

追
求
す
る
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
に
厳
し

い
目
が
向
け
ら
れ
て
も
不
思
議
で

は
な
い
。
過
去
に
社
会
主
義
的
で

な
い
と
判
断
さ
れ
た
経
緯
も
あ
っ

て
、
関
係
者
の
間
で
は
規
制
へ
の

不
安
が
つ
き
ま
と
う
。
筋
肉
増
強

用
の
違
法
薬
物
が
広
ま
れ
ば
、
取

り
締
ま
り
の
理
由
に
も
な
る
。

　

豊
か
な
経
済
や
思
想
の
多
様
さ

の
象
徴
に
な
れ
る
か
、
再
び
社
会

の
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
る
か
。
ボ

デ
ィ
ー
ビ
ル
業
界
の
先
行
き
は
中

国
社
会
を
映
す
鏡
で
も
あ
る
。

（
２
０
２
２
年
10
月
26
日
／
日
経
）

部
活
動
　
地
域
・
民
間
へ
の

移
行
は
い
か
に

　

中
学
校
の
部
活
動
の
運
営
を
学

校
か
ら
地
域
へ
移
行
す
る
準
備
が

各
地
で
進
ん
で
い
る
。
休
日
は
、

２
０
２
３
年
度
か
ら
３
年
間
で
移

行
し
、
将
来
は
平
日
に
も
拡
大
を

目
指
す
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

は
た
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
だ
ろ

う
か
。

　

課
題
は
、
①
財
源
②
受
け
皿
組

織
③
指
導
人
材
の
3
つ
の
確
保
。

た
だ
、
地
域
や
学
校
な
ど
に
よ
り

事
情
は
個
別
に
異
な
り
、
対
応
や

体
制
整
備
も
違
う
。
都
市
部
で
は

民
間
企
業
の
参
入
が
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
だ
ろ
う
。

　

参
考
に
な
る
の
が
名
古
屋
市
の

試
み
。
全
国
的
に
は
珍
し
い
小
学

校
の
部
活
動
を
、
す
で
に
ス
ポ
ー

ツ
教
室
運
営
大
手
リ
ー
フ
ラ
ス

（
東
京
・
渋
谷
）
に
委
託
し
て
い

る
。
市
内
の
２
６
２
の
小
学
校
の

４
年
生
以
上
が
対
象
。
ス
ポ
ー
ツ

だ
け
で
な
く
合
唱
や
器
楽
な
ど
に

も
取
り
組
め
る
。
指
導
人
材
約
２

０
０
０
人
は
リ
ー
フ
ラ
ス
と
市
が

協
力
し
て
作
っ
た
人
材
バ
ン
ク
の

登
録
者
が
研
修
後
に
派
遣
さ
れ

る
。
学
生
や
競
技
経
験
の
あ
る
シ

ニ
ア
、
主
婦
が
中
心
。
時
給
は
コ

ン
ビ
ニ
の
バ
イ
ト
よ
り
高
い
そ
う

で
、
休
日
な
ら
会
社
員
の
手
軽
な

副
業
に
も
な
る
。

　

体
罰
や
パ
ワ
ハ
ラ
的
指
導
は
厳

し
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
リ
ー
フ
ラ

ス
の
教
室
は
ア
ス
リ
ー
ト
志
向
で

は
な
く
、
楽
し
む
こ
と
を
重
視
し

て
い
る
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
保

護
者
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
満
足
度

が
高
い
。
10
億
円
を
超
え
る
経
費

は
名
古
屋
市
が
負
担
。
リ
ー
フ
ラ

ス
は
中
学
校
の
部
活
動
で
も
各
地

で
政
府
が
予
算
を
用
意
す
る
モ
デ

ル
事
業
な
ど
の
委
託
を
受
け
て
い

る
。
伊
藤
清
隆
社
長
は
「
大
都
市

な
ど
で
は
（
中
学
校
の
部
活
動

も
）
自
治
体
の
予
算
で
地
域
へ
の

移
行
を
進
め
る
ケ
ー
ス
が
か
な
り

あ
る
で
し
ょ
う
」
と
、
民
間
事
業

と
し
て
成
り
立
つ
手
ご
た
え
を
感

じ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
対
応
は
財

政
に
あ
る
程
度
余
裕
が
あ
る
自
治

体
に
限
ら
れ
る
。
財
政
規
模
が
小

さ
な
田
舎
の
市
町
村
で
は
ま
ね
で

き
な
い
し
、
人
材
の
確
保
も
難
し

い
。
各
地
で
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ

ー
ツ
を
守
ろ
う
と
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
あ
る
が
、
資
金
が

な
け
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
教
師
の

無
償
奉
仕
と
い
う
ゆ
が
み
を
、
今

度
は
地
域
の
人
々
の
善
意
が
引
き

受
け
る
結
果
に
な
る
だ
け
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

部
活
動
の
地
域
移
行
は
教
師
の

過
剰
な
負
担
を
軽
減
す
る
の
が
最

大
の
理
由
。
な
ら
ば
、
新
た
な
経

費
は
政
府
や
自
治
体
が
責
任
を
持

つ
の
が
筋
だ
。
だ
が
、
そ
れ
が
で

き
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
が
今
の

こ
の
国
な
の
だ
ろ
う
。

　

都
市
部
に
し
て
も
人
口
減
や
高

齢
化
が
進
め
ば
、
い
つ
ま
で
も
公

的
負
担
が
続
く
可
能
性
は
低
い
。

伊
藤
社
長
も
「
経
済
的
に
厳
し
い

家
庭
の
公
的
支
援
は
別
に
し
て
、

将
来
は
受
益
者
負
担
に
切
り
替
え

る
こ
と
に
な
る
の
で
は
」
と
話

す
。
そ
う
な
っ
た
時
、
ス
ポ
ー
ツ

の
価
値
が
社
会
で
ど
う
考
え
ら
れ

て
い
る
か
、
本
当
の
意
味
で
問
わ

れ
る
の
だ
と
思
う
。

（
２
０
２
２
年
10
月
26
日
／
日
経
） 

働
き
盛
り
に
運
動
習
慣

体
験
イ
ベ
ン
ト

（
注
：
F
I
A
も
参
画
し
て
い
ま
す
！
）

　

東
京
都
は
働
き
盛
り
の
運
動
不

足
を
解
消
す
る
た
め
、
無
料
の
ス

ポ
ー
ツ
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
く
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
マ
シ
ン

を
体
験
し
た
り
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ

ッ
カ
ー
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
と
カ
ー
リ

ン
グ
を
掛
け
合
わ
せ
た
よ
う
な
フ
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ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
競
技
「
モ
ル

ッ
ク
」
な
ど
を
体
験
し
た
り
で
き

る
。

　

10
月
22
〜
23
日
は
東
京
都
立
川

市
の
商
業
施
設
「
グ
リ
ー
ン
ス
プ

リ
ン
グ
ス
」
で
、
11
月
16
～
17
日

は
J
R
東
京
駅
構
内
の
「
ス
ク
エ

ア
ゼ
ロ
」
で
開
催
す
る
。

　

都
の
調
査
に
よ
る
と
、
週
1
回

以
上
運
動
す
る
18
歳
以
上
の
都
民

は
２
０
２
１
年
に
68
・
９
％
で
、

前
年
か
ら
８
・
５
ポ
イ
ン
ト
増
え

た
。
30
～
40
歳
代
は
伸
び
悩
ん
で

お
り
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

性
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
を
通

じ
て
、
運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け

に
し
て
も
ら
う
。

（
２
０
２
２
年
10
月
21
日
／
日
経
）

定
年
後
も

ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
た
い

仲
間
と
交
流
、

心
身
健
康
に

体
力
・
費
用
に
合
わ
せ

楽
し
く

　

神
戸
市
内
に
あ
る
競
技
場
「
王

子
ス
タ
ジ
ア
ム
」
に
毎
週
木
曜
日

の
夜
、
サ
ッ
カ
ー
愛
好
者
が
次
々

と
集
ま
っ
て
く
る
。
9
月
下
旬
の

こ
の
日
は
20
人
以
上
が
練
習
に
参

加
。
そ
の
う
ち
60
歳
以
上
の
男
性

が
2
人
、
女
性
も
い
た
。
30
分
ほ

ど
パ
ス
や
シ
ュ
ー
ト
の
練
習
を
し

た
後
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
で
は
、
全
員

が
汗
を
流
し
て
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル

を
追
い
、
歓
声
を
あ
げ
る
。

　

神
戸
市
の
外
郭
団
体
、
神
戸
市

ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
２
０
０
８
年
か

ら
運
営
す
る
地
域
の
サ
ッ
カ
ー
チ

ー
ム
だ
。
参
加
し
て
10
年
以
上
に

な
る
会
社
員
の
竹
原
正
夫
さ
ん

（
60
）
は
「
初
心
者
で
も
年
齢
や

性
別
に
も
関
係
な
く
、
一
緒
に
練

習
や
試
合
が
で
き
る
」
と
魅
力
を

語
る
。
月
５
０
０
０
円
の
会
費
を

払
え
ば
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
。

　

現
在
の
会
員
数
は
約
30
人
。
協

会
職
員
と
し
て
チ
ー
ム
の
世
話
を

し
て
い
る
安
藤
展
章
さ
ん
に
よ
る

と
「
会
員
同
士
の
交
流
も
盛
ん

で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し

て
根
付
い
て
き
た
」
と
い
う
。

「
年
齢
が
高
く
な
る
と
新
し
い
友

人
が
つ
く
り
に
く
く
な
る
と
い
わ

れ
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
れ
ば

す
ぐ
に
仲
良
く
な
れ
る
」
と
強
調

す
る
。

　

健
康
長
寿
の
地
域
社
会
づ
く
り

を
目
指
す
一
般
社
団
法
人
・
日
本

老
年
学
的
評
価
研
究
機
構
が
65
歳

以
上
の
シ
ニ
ア
を
対
象
に
実
施
し

た
調
査
に
よ
る
と
、
「
グ
ル
ー
プ

で
参
加
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
」
で

男
性
は
「
ゴ
ル
フ
」
（
11
・
３

％
）
、
女
性
は
「
体
操
」
（
13
・

８
％
）
が
ト
ッ
プ
。
「
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
」
も
男
女
と
も
に
人
気
が
高

い
。

　

調
査
で
は
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
て

い
る
人
が
「
健
康
だ
と
感
じ
て
い

る
」
「
う
つ
が
少
な
い
」
「
笑
い

が
多
い
」
な
ど
心
理
的
に
も
健
康

状
態
が
良
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
身
体
だ
け
で
な

く
、
仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
心
の
健
康
も
向
上
さ
れ

る
。

　

サ
ッ
カ
ー
や
フ
ッ
ト
サ
ル
、
タ

ッ
チ
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
幅
広
い
年
齢

層
が
参
加
で
き
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ

は
増
え
て
い
る
が
、
種
目
に
よ
っ

て
は
体
力
が
必
要
。
「
つ
い
熱
く

な
っ
て
し
ま
い
、
け
が
を
す
る
人

も
い
る
。
自
分
の
体
力
や
運
動
経

験
を
過
信
し
な
い
で
」
と
安
藤
さ

ん
は
言
う
。

　

男
性
に
人
気
の
ゴ
ル
フ
は
激
し

い
運
動
で
は
な
い
た
め
、
定
年
後

に
も
続
け
た
い
と
考
え
る
人
は
多

い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
現
役
時
代
に

仕
事
の
延
長
線
上
で
ゴ
ル
フ
を
や

っ
て
い
た
人
に
と
っ
て
は
「
会
社

か
ら
離
れ
た
途
端
、
ゴ
ル
フ
の
誘

い
が
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
現
実

に
直
面
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

大
手
素
材
メ
ー
カ
ー
で
役
員
ま

で
務
め
た
A
さ
ん
（
67
）
も
そ
の

一
人
。
会
社
か
ら
も
ら
っ
て
い
た

ゴ
ル
フ
会
員
権
の
名
義
も
な
く
な

り
、
仕
事
関
係
で
の
ゴ
ル
フ
は
ゼ

ロ
に
。
「
予
想
は
し
て
い
た
が
衝

撃
だ
っ
た
」
と
い
う
A
さ
ん
が
ゴ

ル
フ
を
趣
味
と
し
て
続
け
る
た
め

に
始
め
た
の
が
「
ひ
と
り
予
約
」

だ
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ゴ
ル
フ
場

の
予
約
が
で
き
る
サ
イ
ト
「
楽
天

G
O
R
A
」
や
「
ゴ
ル
フ
ダ
イ
ジ
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ェ
ス
ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
」
な
ど
で

は
通
常
4
人
1
組
で
プ
レ
ー
す
る

ゴ
ル
フ
の
予
約
を
1
人
で
で
き
る

専
用
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い

る
。
自
分
の
都
合
の
良
い
日
程
で

空
い
て
い
る
組
に
エ
ン
ト
リ
ー
す

れ
ば
、
自
分
で
仲
間
を
集
め
な
く

て
も
ゴ
ル
フ
が
で
き
る
。

「
１
人
予
約
ラ
ン
ド
」
を
運
営
す

る
バ
リ
ュ
ー
ゴ
ル
フ
に
よ
る
と

「
ひ
と
り
予
約
の
中
心
層
は
50
代

以
上
。
毎
年
登
録
会
員
数
は
増
え

て
お
り
、
現
在
90
万
人
を
超
え

た
。
利
用
で
き
る
ゴ
ル
フ
場
も

１
２
０
０
以
上
と
、
５
年
前
か
ら

約
５
０
０
コ
ー
ス
も
増
え
た
」
と

い
う
。
需
要
の
高
ま
り
と
同
時
に

利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
ゴ
ル
フ
を
筆
頭
に

お
金
が
か
か
る
ス
ポ
ー
ツ
も
多

い
。
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
井
戸
美
枝
さ
ん
は
「
お
金

が
か
か
る
と
い
う
理
由
で
趣
味
を

諦
め
る
の
は
良
く
な
い
。
一
度
、

1
年
間
に
そ
の
趣
味
に
ど
れ
だ
け

支
出
し
て
い
る
か
を
計
算
し
て
可

視
化
し
て
み
る
の
が
い
い
」
と
勧

め
る
。

　

ゴ
ル
フ
の
場
合
、
１
回
の
プ
レ

ー
で
１
～
３
万
円
程
度
か
か
る
ほ

か
、
道
具
を
そ
ろ
え
る
費
用
も
か

か
る
。
定
年
後
の
限
ら
れ
た
収
入

の
中
で
、
「
家
族
と
も
話
し
合

い
、
楽
し
め
る
範
囲
の
支
出
で
楽

し
む
」
（
井
戸
さ
ん
）
の
が
賢
い

方
法
だ
。
自
分
な
り
の
目
標
を
定

め
て
仲
間
と
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
は

認
知
機
能
の
維
持
に
も
効
果
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
生
涯

続
け
ら
れ
る
よ
う
な
計
画
を
早
め

に
立
て
て
お
く
の
が
い
い
。

（
２
０
２
２
年
10
月
19
日
／
日
経
）

サ
ー
ビ
ス
業
、

賃
上
げ
実
施
予
定
4
割

人
手
不
足
解
消
急
ぐ

　

日
本
経
済
新
聞
社
が
ま
と
め
た

サ
ー
ビ
ス
業
の
業
況
調
査
で
、
２

０
２
２
年
8
月
～
23
年
7
月
に
賃

上
げ
を
実
施
す
る
企
業
が
全
体
の

約
4
割
（
38
・
９
％
）
に
の
ぼ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
業

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

か
ら
回
復
し
つ
つ
あ
る
が
、
回
復

に
伴
っ
て
人
手
不
足
が
深
刻
化
し

て
お
り
、
賃
上
げ
で
人
手
の
確
保

に
つ
な
げ
る
動
き
が
出
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
サ
ー
ビ
ス
の
値
上
げ

に
つ
な
が
る
例
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

業
種
別
で
み
る
と
、
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
（
62
・
５
％
）
や
理
美
容

（
57
・
９
％
）
な
ど
で
賃
上
げ
を

す
る
と
回
答
し
た
企
業
の
割
合
が

多
か
っ
た
。
ま
た
、
す
で
に
21
年

8
月
～
22
年
7
月
に
賃
上
げ
を
実

施
し
た
企
業
も
全
体
の
38
・
５
％

で
、
前
回
調
査
（
20
年
度
）
よ
り

14
・
５
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。
背

景
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
人
手

不
足
だ
。
足
元
の
雇
用
環
境
に
つ

い
て
「
1
年
前
と
比
べ
て
人
手
が

不
足
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
企

業
は
全
体
の
40
・
９
％
。
ハ
イ
ヤ

ー
・
タ
ク
シ
ー
（
78
・
６
％
）

や
、
家
事
支
援
（
70
・
０
％
）
な

ど
の
割
合
が
高
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
人
手
不
足
を
解
消
す

る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し

て
い
る
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
賃

上
げ
」
と
回
答
し
た
企
業
は
36
・

３
％
で
、
前
回
調
査
か
ら
10
・
５

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
そ
の
結
果

と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
値
上
げ
に

踏
み
切
る
企
業
も
増
え
て
い
る
。

1
年
前
と
比
べ
て
料
金
を
引
き
上

げ
た
企
業
は
20
・
４
％
。
理
由
と

し
て
「
人
件
費
上
昇
を
転
嫁
」
と

回
答
し
た
企
業
は
そ
の
う
ち
30
・

９
％
で
、
前
回
調
査
か
ら
11
・
９

ポ
イ
ン
ト
増
え
て
い
る
。
今
後
1

年
で
値
上
げ
す
る
企
業
も
全
体
の

20
・
５
％
で
、
21
年
度
に
値
上
げ

し
た
企
業
の
約
4
割
が
再
値
上
げ

を
検
討
し
て
い
る
よ
う
だ
。

「
第
40
回
サ
ー
ビ
ス
業
調
査
」
は

21
年
8
月
～
22
年
7
月
に
決
算
期

を
迎
え
た
37
業
種
、
９
３
２
社
か

ら
回
答
を
得
た
。
取
扱
高
ベ
ー
ス

で
調
査
し
た
旅
行
業
を
除
く
36
業

種
の
21
年
度
売
上
高
は
13
・
３
％

増
。
6
期
ぶ
り
に
マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
た
20
年
度
か
ら
一
転
し
て
増
収

と
な
っ
た
。

（
２
０
２
２
年
10
月
19
日
／
日
経
）

幅
広
い
年
齢
層
体
力
低
下
　

ス
ポ
ー
ツ
庁
、

昨
年
度
調
査

コ
ロ
ナ
で

外
出
・
運
動
減
少
か

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
は
12
日
、
２
０
２

１
年
度
の
体
力
・
運
動
能
力
調
査

の
結
果
を
公
表
し
た
。
体
力
テ
ス

ト
の
結
果
を
点
数
化
し
た
合
計
点

が
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
の

幅
広
い
年
齢
層
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
前
の
19
年
度

と
比
べ
て
低
下
し
て
い
る
傾
向
が

出
た
。
外
出
や
運
動
機
会
の
減
少

が
影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

調
査
に
協
力
し
た
内
藤
久
士
順

天
堂
大
教
授
（
運
動
生
理
学
）

は
、
持
久
力
を
測
る
調
査
項
目
で

成
績
が
落
ち
た
と
し
て
「
（
コ
ロ

ナ
禍
で
）
体
を
動
か
す
機
会
が
減

っ
た
影
響
で
は
な
い
か
」
と
説

明
。
た
だ
、
結
果
全
体
は
「
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
が
絡
み
、
新
型
コ
ロ

ナ
が
理
由
と
は
言
い
切
れ
な
い
」

と
話
し
た
。

　

調
査
は
21
年
５
～
10
月
、
６
～

79
歳
の
男
女
約
4
万
8
千
人
に
実

施
。
握
力
や
上
体
起
こ
し
な
ど
各

項
目
の
結
果
を
点
数
化
し
、
６
～

19
歳
は
「
８
～
９
項
目
（
80
点
満

点
）
」
、
20
～
79
歳
は
６
～
７
項

目
（
60
点
満
点
）
」
を
調
べ
た
。

　

例
え
ば
13
歳
女
子
は
51
・
76
点

で
、
19
年
度
よ
り
1
・
69
点
減

少
。
40
代
後
半
男
性
が
33
・
31
点

（
同
０
・
75
点
減
）
、
70
代
後
半

女
性
が
35
・
33
点
（
同
１
・
44
点

減
）
と
な
る
な
ど
、
点
数
が
下
が

っ
た
年
代
が
大
半
で
、
特
に
高
齢

者
が
落
ち
込
ん
だ
。

　

項
目
別
で
は
中
高
生
対
象
の

「
持
久
走
」
で
成
績
低
下
が
顕
著

と
な
り
、
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
を

走
っ
た
13
歳
男
子
の
タ
イ
ム
は
19

年
度
よ
り
11
秒
ほ
ど
遅
く
、
１
０

０
０
メ
ー
ト
ル
走
の
13
歳
女
子
も

11
秒
ほ
ど
遅
か
っ
た
。
65
歳
以
上

対
象
の
「
６
分
間
歩
行
（
６
分
間
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で
歩
い
た
距
離
）
」
の
結
果
も
振

る
わ
ず
、
持
久
力
悪
化
の
傾
向
が

示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
運
動
習
慣
も
質
問
。
20

～
50
代
女
性
が
週
1
回
以
上
運
動

す
る
割
合
は
、
男
性
や
他
の
年
代

の
女
性
よ
り
低
か
っ
た
。
内
藤
教

授
は
「
働
い
た
り
子
育
て
し
た
り

す
る
女
性
向
け
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境

が
整
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ

る
」
と
指
摘
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
は
20
年
度
も
体

力
・
運
動
能
力
調
査
を
行
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
サ
ン

プ
ル
数
が
少
な
く
単
純
比
較
が
難

し
い
と
し
て
い
る
。

（
２
０
２
２
年
10
月
13
日
）

体
力
テ
ス
ト
の
結
果 

誤
解
し
な
い
で
　

特
性
見
極
め
、

ス
ポ
ー
ツ
楽
し
も
う

　

各
小
中
学
校
で
６
月
ご
ろ
に
実

施
さ
れ
た
全
国
体
力
テ
ス
ト
の
結

果
が
、
秋
に
な
っ
て
児
童
生
徒
た

ち
の
手
元
に
返
却
さ
れ
て
い
る
。

握
力
や
走
力
な
ど
測
定
し
て
A
～

E
の
５
段
階
で
総
合
評
価
す
る

が
、
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
の
遠

山
健
太
氏
は
同
級
生
と
比
較
す
る

の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
体

格
な
ど
を
踏
ま
え
て
結
果
を
確
認

し
、
子
ど
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

め
る
よ
う
に
背
中
を
押
し
て
ほ
し

い
と
話
す
。

　

体
力
テ
ス
ト
で
周
囲
と
比
べ
て

低
い
結
果
に
な
る
と
、
肩
を
落
と

す
親
子
は
多
い
か
も
し
れ
な
い
。

子
ど
も
は
運
動
嫌
い
に
な
っ
て
し

ま
い
、
親
も
ス
ポ
ー
ツ
を
さ
せ
る

こ
と
を
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
。
だ

が
、
必
ず
し
も
悩
む
必
要
は
な

い
。
身
体
能
力
は
年
齢
で
は
な

く
、
身
長
に
よ
っ
て
差
が
生
ま
れ

や
す
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在

の
体
力
テ
ス
ト
で
は
評
価
す
る
際

に
身
長
と
い
う
重
要
な
要
素
が
考

慮
さ
れ
て
い
な
い
。

　

同
級
生
を
同
じ
基
準
で
一
律
に

判
断
し
て
い
る
の
み
で
、
す
べ
て

の
児
童
生
徒
の
運
動
能
力
を
正
確

に
評
価
で
き
て
い
る
と
は
言
い
切

れ
な
い
と
い
う
点
を
理
解
し
て
ほ

し
い
。
特
に
小
学
生
の
場
合
、
成

長
具
合
の
差
が
大
き
い
た
め
、
な

お
さ
ら
だ
。

　

例
え
ば
、
小
学
４
年
生
で
も
身

長
１
３
０
セ
ン
チ
の
児
童
も
い
れ

ば
、
１
４
０
セ
ン
チ
の
児
童
も
い

る
。
１
３
０
セ
ン
チ
の
児
童
が
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
で
16
～
18
メ
ー

ト
ル
を
投
げ
た
場
合
、
１
４
０
セ

ン
チ
の
児
童
が
24
～
26
メ
ー
ト
ル

投
げ
る
の
と
、
ほ
ぼ
同
等
の
身
体

能
力
が
あ
る
と
み
る
こ
と
も
で
き

る
。

　

文
部
科
学
省
が
公
表
し
て
い
る

年
齢
別
の
平
均
身
長
を
参
考
に
し

て
、
自
分
の
子
ど
も
の
身
長
が
何

歳
に
相
当
す
る
の
か
を
確
認
し
た

う
え
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
該
当
す
る
年
齢
の
体
力
テ
ス
ト

の
評
価
を
見
て
ほ
し
い
。
そ
こ
か

ら
子
ど
も
の
運
動
能
力
の
レ
ベ
ル

を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
特
性
を

見
極
め
る
た
め
に
「
握
力
」
や

「
上
体
起
こ
し
」
な
ど
各
テ
ス
ト

項
目
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
身
体
能

力
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
も
知
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い

だ
ろ
う
。
誤
解
さ
れ
が
ち
だ
が
、

握
力
は
単
純
に
握
る
力
を
計
測
し
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て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
握
力
か

ら
は
全
身
に
筋
力
が
ど
れ
だ
け
あ

る
か
と
い
う
傾
向
を
判
断
で
き

る
。
腹
筋
を
30
秒
間
繰
り
返
す
上

体
起
こ
し
も
、
筋
肉
に
持
久
力
が

あ
る
か
を
確
認
し
て
い
る
。
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
げ
も
肩
の
強
さ
だ
け

で
は
な
い
。
投
げ
る
動
作
は
腕
と

脚
を
連
動
さ
せ
る
た
め
、
身
体
の

器
用
さ
を
判
定
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
意
味
を

知
っ
た
う
え
で
、
子
ど
も
の
身
体

能
力
の
特
性
に
目
を
向
け
て
ほ
し

い
。
そ
う
す
れ
ば
、
子
ど
も
が
ど

の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
を
よ
り
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
ら
れ

る
。

　

上
体
起
こ
し
が
得
意
で
筋
肉
に

持
久
力
が
あ
る
な
ら
水
泳
、
反
復

横
跳
び
の
結
果
が
良
く
敏
し
ょ
う

性
が
あ
る
な
ら
卓
球
な
ど
、
適
性

を
判
断
で
き
る
。
競
技
別
に
必
要

と
さ
れ
る
身
体
能
力
に
つ
い
て
ま

と
め
た
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
一

緒
に
掲
載
し
た
の
で
、
体
力
テ
ス

ト
の
結
果
を
見
比
べ
な
が
ら
適
性

傾
向
を
確
認
し
て
ほ
し
い
。

　

親
と
し
て
は
子
ど
も
の
特
性
を

見
極
め
た
上
で
、
バ
ラ
ン
ス
良
く

身
体
能
力
を
引
き
上
げ
る
よ
う
心

が
け
て
ほ
し
い
。
特
定
の
能
力
だ

け
を
伸
ば
そ
う
と
し
て
同
じ
筋
肉

や
関
節
ば
か
り
を
使
う
と
、
け
が

に
つ
な
が
る
お
そ
れ
も
あ
る
た
め

だ
。

　

偏
り
な
く
運
動
能
力
を
高
め
る

に
は
公
園
な
ど
で
の
外
遊
び
が
有

効
な
手
段
だ
。
以
前
に
も
、
こ
の

コ
ラ
ム
で
紹
介
し
た
が
、
外
遊
び

に
は
体
を
動
か
す
多
様
な
要
素
が

あ
る
。
様
々
な
遊
具
を
組
み
合
わ

せ
た
複
合
遊
具
を
使
え
ば
「
の
ぼ

る
」
「
降
り
る
」
「
く
ぐ
る
」
な

ど
連
続
し
て
体
を
動
か
せ
る
。
遊

具
が
な
く
て
も
鬼
ご
っ
こ
を
す
れ

ば
「
走
る
」
「
追
い
か
け
る
」

「
か
わ
す
」
と
い
っ
た
動
作
が
身

に
つ
く
。

　

親
も
た
だ
見
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
一
緒
に
な
っ
て
遊
べ
ば
、
自

分
の
健
康
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ

う
。

　

外
遊
び
は
、
で
き
れ
ば
身
長
が

急
速
に
伸
び
る
前
ま
で
に
た
く
さ

ん
さ
せ
て
ほ
し
い
。
子
ど
も
は
、

1
年
間
で
８
～
10
セ
ン
チ
伸
び
る

時
期
が
あ
る
。
個
人
差
は
あ
る

が
、
女
子
の
場
合
だ
と
９
歳
ぐ
ら

い
か
ら
、
男
子
は
中
学
１
～
２
年

ご
ろ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か

ら
最
終
的
に
成
長
が
止
ま
る
高
校

生
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
で
き
れ
ば

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
経
験
さ
せ
て

ほ
し
い
。
日
本
で
は
、
得
意
だ
か

ら
と
い
っ
て
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な

ど
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
を
や
り
込
ま

せ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
が
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
体
操
競
技
な

ど
複
数
の
競
技
を
行
う
こ
と
を
推

奨
し
た
い
。

　

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
て

可
能
性
を
広
げ
た
う
え
で
、
最
終

的
に
子
ど
も
自
身
が
特
定
の
競
技

を
や
り
た
い
と
興
味
を
持
つ
ま

で
、
親
は
強
制
を
せ
ず
に
提
案
す

る
姿
勢
を
心
が
け
て
ほ
し
い
。
ト

ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
し
た
い
と
い

う
信
念
で
、
幼
少
期
の
う
ち
か
ら

1
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
ま
せ

る
と
い
う
考
え
も
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
た
だ
、
大
人
に
な
っ
て
も

健
康
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
の

で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
体
力
テ
ス
ト

の
測
定
結
果
を
正
し
く
読
み
解
い

て
、
子
ど
も
が
楽
し
ん
で
運
動
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
見
守
る
こ
と

が
大
切
だ
。

※
遠
山
健
太
氏
（
と
お
や
ま
・
け

ん
た
）
／
株
式
会
社
ウ
ィ
ン
ゲ
ー

ト
代
表
取
締
役
。
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ

ー
ナ
ー
。
子
ど
も
の
運
動
教
室

「
リ
ト
ル
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
。
書
籍

『
こ
ど
も
の
運
動
能
力
が
ぐ
ん
ぐ

ん
伸
び
る
公
園　

京
阪
神
版
』

（
株
式
会
社
J
T
B
パ
ブ
リ
ッ
シ

ン
グ
）
な
ど
を
監
修
。

（
２
０
２
２
年
10
月
11
日
／
日
経
） 

本書では、スポーツトレーナーでパークマ
イスターでもある遠山健太先生監修の
もと、「公園で経験できる、運動能力を
伸ばす動作」に特化して、12 の基本動
作を選定。そして、楽しく遊ぶだけでこの
12の基本動作が経験できるおすすめ
の100公園を、京都・大阪・神戸エリア
から厳選している。運動能力をぐんぐん
伸ばしてくれる遊具や、子連れに嬉しい
施設などを徹底取材して紹介している。

『こどもの運動能力がぐんぐん伸びる公園　
京阪神版』（株式会社JTBパブリッシング）


